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　編集委員として投稿論文を査読する中で気付いた不適切な表現を 2つ紹介します．
１．病日
　医者ならこれが読めないという人はいないでしょうが，一般の方なら「びょうにち」と読んで
しまうかもしれません．もちろん「びょうじつ」ですが，さてその意味をきちんと知っています
か．そんなの簡単だよ，発病した日が第 1病日でそこから数えていくのさ，と答えたあなた，そ
う，それで正解です．これが医者の常識だと思うのですが，査読をしているとしばしば違う使い
方をしている論文があるのです．多いのは入院日を第 1病日としているもので，時には初診日を
第 1病日としている場合もあります．入院日や初診日は，通常発病した日（本来の意味の第 1病
日）ではないので，これは非常に紛らわしい表現ということになります．単に病日といえば発病
した日から数えることになりますので，それ以外の意味でこの言葉は使わない方がよいでしょ
う．入院日から数えたければ，入院 4日目などと書けばすむことです．
２．表皮剝離
　表皮が剝離すればびらんになります．臨床の場で表皮が剝離してびらんとなる代表的な疾患
は水疱症や熱傷ですが，これらの疾患の皮疹を表皮剝離とは呼びません．実は表皮剝離 (exco-
riation)という言葉は皮膚科学的にきちんと定義された発疹名で，すべての教科書の発疹学の項
目に記載されています．金芳堂の「皮膚科学」では，「搔破・外傷などにより表皮の小欠損をき
たしたもの」となっています．手元にある日本語の教科書をすべて当たってみましたが，「搔破
などにより生じた表皮の小さな欠損」という記載は共通しています．つまり表皮剝離とは，湿疹
の丘疹などを搔破して頂点の表皮が小さく欠損した状態のことをいうのです．水疱症のびらん
はこの定義に当てはまらないので，表皮剝離とは呼びません．
　この定義をおそらく知らずに，決して小さくない表皮欠損を「表皮剝離」と表現している論文
が目につきます．「表皮が剝離した状態を表皮剝離と呼んで何で悪いの？」と言いたくなる気持
ちも分かりますが，学術的に定義された用語を自分勝手な解釈で使ってはいけません．
　表皮剝離という言葉が皮膚科学以外の分野で使われている場面を最近よく見かけます．皮膚
萎縮が進んだ超高齢者の前腕皮膚が，強く握るなどのわずかな刺激で，かぎ裂き状に剝がれて
しまうことがありますが，これを介護・看護業界で表皮剝離と呼んでいるのです．そもそもこの
種の外傷では，表皮ではなく真皮も一緒に剝がれますので，これを表皮剝離と呼ぶのは全くの
間違いです．介護業界の言葉遣いに文句をつける必要もないでしょうが，皮膚科医なら正しい
皮膚科用語を使用して頂きたいと思っています．
 （相馬良直）
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